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助成活動名 DV 虐待被害者等のシェルター保護と生活再建のための伴走支援 

助成額      500,000 円 

活動内容 

目的 

コロナウィルス終息後もひとり親家庭を含む子育て家庭の経済はひっ迫し、DV
の増加や面前 DV 等の児童虐待のの増加が続いている。当法人の子育て広場やみ
んな食堂・フード＆ライフパントリーに来られるご家庭も物価高騰のあおりを受
け、生活の苦しさを語られることも多い。子育て中の人が、そういった苦しさを
語り、ひと息つける場の提供をする。また、DV による暴力下におられる方には、
居場所（シェルター等）を提供することで、安心して日々を送れ、落ちついて、
今後について考えることのできる時間を作ることができる。それ御ぞれの方の孤
立を防ぎ、地域全体の福祉の向上を含め、支援する。 

内容 

うめちゃんちでは「子育て広場」「みんな食堂」等を子育て家庭や地域に向けて開
放し、多様な方が集い、情報交換をしたり、お互いに知り合う場を運営する。ま
た、シェルターとして 2 世帯分の個室を用意し、安心な居場所を提供する。フー
ド＆ライフパントリーでは、必要な方に利用いただき、日々の生活が安心して送
れるようにサポートする。そのためにも、「相談」を大切にし、細く長く繋がりな
がら、伴走している。 

当 初 の
計 画 か
ら の 変
更点 

相談支援として、多くの方のお話を聴かせていただいたが、最終的にシェルター
の利用者がおひとり（母子 2 人での利用）3 日間に留まった。 

成果 

 子育て広場は、毎週火曜日に開設、おとな 55 人、子ども 55 人の参加。みん
な食堂には、毎月第 2 第 3 金曜日に開催、おとな 216 人、子ども 297 人の参
加。フード＆ライフパントリーを 3 回実施したが延べ 40 家庭、175 人にお弁当
や物資をお渡しすることができた。 
 広場や食堂、それ以外にも繋がって来られた方に、きめ細やかな相談対応を心
掛けた。その成果か、シェルター利用せず、自宅を離れ新しい生活を始める方や
その準備のために夫との暮らしを続けておられる方もおられ、伴走支援がその
日々を支えていることを実感している。 

今後の課題と対
応策 

 
今年度は、広場、シェルターとも利用者が伸びず、1 年を終えることとなった。 
広場に関しては、近隣のこども園や保育園等が毎週火曜日に子育て広場を開設されてお
り、我が子をその園に入園させたい保護者がそちらに出向かれることが年度途中で分かっ
たので、2026 年度は、金曜日に開設日を変更し、対応していきたい。 
また、シェルター利用でワンクッションして、新生活を始められるよりも、新たな住居
で、新生活を始められる方もおられ、相談支援は実施しているが、なかなかシェルター利
用にはつながらなかった。この点に関しては、シェルター利用にこだわることなく、伴走
支援を大切にしていきたい。 

http://www.cap-okayama.net/


 
そして、人件費等の運営にかかる費用を捻出していく必要があり、今年度も申請し、大きな
助けをいただいた。2025 年途中に、岡山市民間シェルター運営支援事業の受託いただき、
家賃・駐車場の費用への公的な資金を獲得することができた。ただ、按分で 1/2 にとどまっ
た。その他、赤い羽根共同募金地域ささえあい事業や備前県民局の「笑顔あふれる子育て応
援事業」等の助成金等も戴きながら開催が続けることができた。今後も申請を続けると共に、
企業や個人からの寄付、クラウドファンディングも実施し、継続していきたいと考えている。 
 

写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


